
 

 

第 93回 研究倫理審査委員会 会議の記録の概要 
開催日時 令和 8年 4月 10 日（金） 16：00～16：20 

開催場所 Web 開催 （2階 第 1会議室） 

出席委員 
原田和昌、岩田 淳、永井亜希子、伊藤なほ子、山代きよみ、奥田晶彦、八代嘉美 

那須行信、濃沼政美、山田晋太郎 

 

 

 

 

 

 

議 題 お よ

び 審 議 結

果 を 含 む

主 な 議 論

の概要 

 

審議事項は以下のとおりである。 

【開催審査】 

1.実施状況報告  11件 承認 

・R20-014 臓器線維化に関わる糖鎖および関連分子の解析 

＜加齢変容研究チーム：板倉 陽子＞ 

・R20-017 多分野合議による間質性肺炎診断に対する多施設共同前向き観察研究 

Providing Multidisciplinary ILD diagnoses (PROMISE) study 

＜呼吸器内科：山本 寛＞ 

・R21-110 泌尿器がん由来のがん幹細胞の制御機構の解明 

＜老化機構研究チーム：井上 聡＞ 

・R21-111 泌尿器がん初代培養細胞の遺伝子解析研究 

＜老化機構研究チーム：井上 聡＞ 

・R22-083 高齢発症運動ニューロン病における電気生理マーカーについての探索的研究 

＜脳神経内科：東原 真奈＞ 

・R22-095 アルツハイマー型認知症患者およびハイリスク者に対する嗅覚測定データを 

活用した探索的研究 

＜脳神経内科：岩田 淳＞ 

・R23-111高齢慢性腎臓病患者のダパグリフロジンの有効性と安全性に関する研究 

＜腎臓内科・透析科：武井 卓＞ 

・R23-115手根管症候群手術例に対するアミロイドーシス沈着の有無と神経伝導検査所見の 

関連に関する前向き研究 

＜病理診断科：新井 冨生＞ 

・R23-117当院のアルツハイマー病疾患修飾薬専門外来（DMT外来）を受診または受診を 

検討した患者の特徴の検討 

＜脳神経内科：栗原 正典＞ 

・R24-113 エンドオブライフ期にある高齢者の感謝することの意味 

＜IRIDE：小野 真由子＞ 

・R24-124 テレメトリー式脳波計によるレム睡眠行動障害評価のレビー小体病診断における 

有用性 

＜脳神経内科：栗原 正典＞ 

 

【報告】 

2.新規申請 

・R25-105 高齢者の食品中の糖化反応最終産物(AGEs)量を推定する標準法の開発、及び 

AGEs指標と新規バイオマーカー可溶型 Dll4のフレイル・サルコペニア・認知機能 

低下の発症・進展への関与の解明 

＜糖尿病・代謝・内分泌内科：田村 嘉章＞ 

・R25-106 呼吸器外科手術症例におけるサルコペニア評価 既存データによる後ろ向き 

観察研究 

＜呼吸器外科：土屋 武弘＞ 

・R25-113 神経変性疾患における高感度マルチプレックスイムノアッセイの検討 

＜脳神経内科：栗原 正典＞ 



 

 

・R25-117 核内液-液相分離に注目した筋萎縮性側索硬化症の病態解明 

＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

 

 

3.変更申請 

・R23-01 ヒト唾液由来エキソソームの機能解析に関する研究 
＜老化機構研究チーム：三浦 ゆり＞ 

・R23-020 血液バイオマーカーによる認知症診断の可能性検証研究 
＜脳神経内科：岩田 淳＞ 

・R23-076 認知症スクリーニング AI モデルの開発（AMED） 
＜神経画像研究チーム：亀山 征史＞ 

・R24-014 高齢慢性腎臓病患者の透析導入後の予後に関する研究 
＜腎臓内科・透析科：武井 卓＞ 

・R24-079  Davos Alzheimer Collaborative (DAC) AD 血漿バイオマーカー実用化の検討 
＜脳神経内科：岩田 淳＞ 

 
 
4.終了報告 

・R24-066  術前プレハビリテーションにおける分岐鎖アミノ酸飲料の継続摂取可能性の評価 
＜麻酔科：小松 郷子＞ 

・R25-064  高齢者移植におけるサバイバー支援 
＜血液内科：赤川 順子＞ 

・R25-066  STA–MCA バイパス術における loose areolar tissue layer flap による創部閉鎖法 
の有用性に関する研究 

＜脳神経外科・脳血管内治療科：小原 健太＞ 

 

 

 

5．2026年 3月度の第 92回研究倫理審査委員会議事録について提示した。 

 

以上 
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